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罰
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施
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況
に
関
す
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質
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に
対
し
、
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紙
答
弁
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送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
改
正
組
織
犯
罪
処
罰
法
の
施
行
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
件
数
は
、
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
零
件
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
捜
査
手
法
に
具
体
的
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

犯
罪
の
捜
査
は
、
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
九
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
前
後
を
問
わ
ず
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
三
十
一
号
）
等
に
定
め
る
適
正
な
手
続
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

改
正
法
は
、
テ
ロ
を
含
む
組
織
犯
罪
を
防
止
し
及
び
こ
れ
と
戦
う
た
め
の
国
際
協
力
を
促
進
す
る
上
で
重
要
な
法
的
枠
組

み
を
定
め
る
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
以
下
「
本
条
約
」
と
い
う
。
）
第
五
条
�
⒜
⒤
に
規

定
す
る
行
為
を
犯
罪
化
す
る
も
の
と
し
て
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年

法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
罪
を
新
設
す
る
な
ど
、
本
条
約
が
定
め
る
義
務
を
誠
実
に
履
行

一



す
る
た
め
の
法
整
備
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
我
が
国
が
本
条
約
を
締
結
し
た
こ

と
は
、
我
が
国
が
国
際
社
会
と
協
調
し
て
一
層
効
果
的
に
テ
ロ
を
含
む
組
織
犯
罪
を
防
止
し
及
び
こ
れ
と
戦
う
上
で
大
き
な

意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
対
策
は
、
当
該
法
整
備
を
行
っ
て
本
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
に
向
け
て
、
様
々
な
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二


